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聖書朗読  エレミヤ書１章１～８節（旧約 1043 ページ） 

特別映像  “PRAY FOR JAPAN”(3.11 日本のための祈り) 

   メッセージ 「永遠の救いを伝えるために…」 

                            石井 潤 牧師 

聖 餐 式  賛美「主イエスの十字架の血で」 

献  金  聖歌２２９番「アメイジング・グレイス」 

賛  美           〜ハレルヤ アーメン～ 

祝  祷 

お知らせ  〔司会者〕 

賛  美  ～生ける限り～ 
 

☆礼拝にお越しくださった皆様を心よりご歓迎いたします！☆ 
《今週のお知らせ》 

☆本日は聖餐（主の十字架と復活）の恵みを感謝します！午後は執事会です。 

★今週の祈り会： ①早天祈祷会 明朝６時、 ②祈祷会：木曜午前１０時半 

（祈会後会堂のお掃除）、 夜７時半。  ③準備祈祷会：土曜夜８時。 

☆来週の日曜礼拝でのご奉仕、司会は白川達男兄、代表祈祷は石井秀人兄です。 
*  *  *  *  *  *  *  *  *  *  *  *  *  *  *  *  *  *  *  *  *  *  *  *  *  *  *  *  *  *  *  *  *  *  *  *  *  *  *  * 

◆土地献金用口座：[郵便局から]【記号】１１１８０【番号】１５３０２２８１/ｳｴﾀﾞｶﾙﾊﾞﾘｰﾁｬﾍﾟﾙ 

〔他銀行から〕 【店名】一一八(ｲﾁｲﾁﾊﾁ)/【店番】１１８/普通預金/【口座番号】１５３０２２８ 

★一年に一回聖書を完読できる！Bible Reading Plan 〔３/１０－/１７〕☆ 
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「すなわち、神はキリストにおいて世をご自分に和解させ、その罪過の責任をこれに負わせること

をしないで、わたしたちに和解の福音をゆだねられたのである。」   ２コリント５章１９節 

「神は、定められた時に及んで、御言を宣教によって明らかにされたが、わたしは、わたしたちの

救主なる神の任命によって、この宣教をゆだねられたのである。」      テトス１章３節 

 

長野県には NGS という、PBA（太平洋放送協会）が提供するラジオ放送「世の光いきい

きタイム」という放送を支える会があります。長野県の約４０の教会が協力し合って支えていま

す。この放送をするために毎月 SBC ラジオに電波料として約３０万円を支払っています。 

しかし、この電波料を支払うことは決して容易なことではありません。実際に赤字と闘ってい

る状況があります。不特定多数に福音を届けるという方法なので、その手ごたえが正直に伝

わりにくいのですが、ラジオ局が試算する聴取率はこの長野県は高いと言われています。しか

し、今はインターネットの普及により、ラジオばかりではなく、テレビも視聴者が減っているという

事実も否定できません。だから、長野県でのこのラジオ放送をなくしてしまった方がよいのでは

ないか？という意見もないわけではありませんが、この NGS という協力会を失うことによって、

長野県下の教会同士のつながりも希薄になってしまう恐れもあります 

しかし、今、教会自体の力が弱っている状況も事実です。兼牧の教会も幾つもありますし、

働き人も足りない状況もあり、閉鎖されている教会もあります。 

しかし、教会の使命は「福音宣教」です。その意味は、教会だけに与えられている永遠の

救いのメッセージをひとりでも多くの方々にお伝えするということです。もしも、このラジオ放送が

なくなってしまったら、その方法の一つを完全に失うということになってしまいます。 

本当に今、苦しい中を通過しています。どうか、何よりも、お祈りいただきたいと思います。こ

の放送伝道の働きが正しく継続していくことができるように。そのための知恵も人財も財も必

要です。その役員をされているのも、一教会の牧師先生方です。ご自分の教会の働きだけで

も身を削るような状況であるにも関わらず、長野県全体の福音放送を身を粉にして支えてお

られるのです。これは、神業であると思います。特に会計を担当する先生は、御自身や教会

の了解を頂いて、借財を抱えながら担当してくださっています。これは、はっきり言って不健全

な状況ですが、文字通り、身を削ってご奉仕しておられます。一旦大口の献金があって黒字

になったこともありますが、継続して赤字状況です。しかし、お金の問題が解決すればよいの

ではありません。主の御心に適った方法で、豊かに福音が届けられる道が開かれるようにお祈

りしていただきたいと願っています。教会にだけ与えられている最も大切な永遠の救いのメッセ

ージをひとりでも多くの方にお届けするという使命を私たちが果たし続けていかれますように！ 

「永遠の救いを伝えるために…」 
～教会にだけ与えられた使命～ 

 

 


